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マ
ン
シ
ョ
ン
管
理
規
約
の

見
直
し
が
必
要
で
す

マ
ン
シ
ョ
ン
標
準
管
理
規
約
の
改
正

に
伴
い
、
皆
さ
ん
の
マ
ン

シ
ョ
ン
で
も
管
理
規
約
の

見
直
し
が
必
要
で
す
。
規

約
を
改
正
し
な
い
ま
ま
で
い
る
と
総
会

の
招
集
や
会
議
の
運
営
が
違
法
と
な
る

だ
け
で
な
く
、
総
会
で
決
議
さ
れ
た
内

容
が
無
効
と
な
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

●
相
談
先

▼
管
理
を
委
託
さ
れ
て
い
る
管
理
業
者

▼（
公
財
）マ
ン
シ
ョ
ン
管
理
セ
ン
タ
ー

▼
マ
ン
シ
ョ
ン
管
理
士
事
務
所

問
住
宅
政
策
課（
☎
23
―
５
２
８
８
）

広告と異なる商品が届く
ネット通販に注意！

（事例）SNS 広告から大手架電メーカーの
ファンヒーターを注文し、代
引きで受け取った。広告では
「すぐに温まる」と書いてあっ
たが、全く温まらないし、外
国の製品だった。販売サイト
に返金を希望と申し出たが、返答がない。
 （60歳代） 

ネットで注文するときは、販売サイトの住
所や連絡先が記載されているか確認しま
しょう。メーカーやブランドの公式サイト
で実際に商品が販売されているか確認しま
しょう。
代引き配達の場合、後で注文した商品と違
うとわかっても返金を求めるのは困難です。
少しでも怪しいと思ったら注文はやめま
しょう。
困ったときは、米子市消費生活相談室にご
相談ください。
問米子市消費生活相談室（☎ 35－6566）

し
尿
く
み
取
り
料
金
が変

わ
り
ま
す

公
共
下
水
道
の
普
及
や
農
業
集
落
排
水

施
設
の
整
備
な
ど
に
よ
る
、
し
尿
収
集

量
の
減
少
や
物
価
の
高
騰
に
よ
り
、
し

尿
の
処
理
手
数
料
を
４
月
１
日
か
ら
引

き
上
げ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

▼
18
リ
ッ
ト
ル
に
つ
き

２
６
１
円
↓
２
７
７
円

問
ク
リ
ー
ン
推
進
課（
☎
23
―
５
２
５

９
、

30
―
０
２
７
１
）

既
存
住
宅
の
改
修
に
よ
る

固
定
資
産
税
減
額
制
度

住
宅
を
改
修
し
た
際
、
建
築
年
等
の
一

定
の
要
件
を
満
た
せ
ば
、
申
請
に
よ
り

固
定
資
産
税
を
減
額
し
ま
す
。

●
耐
震
改
修

▼
減
税
額　

改
修
し
た
家
屋
の
翌
年

度
分
の
税
額
の
２
分
の
１（
床
面
積

１
２
０
㎡
分
ま
で
を
限
度
）

●
熱
損
失
防
止（
省
エ
ネ
）改
修

▼
減
税
額　

改
修
し
た
家
屋
の
翌
年
度

分
の
税
額
の
３
分
の
１
（
改
修
後
の
住

宅
の
床
面
積
が
50
㎡
以
上
２
８
０
㎡
以

下
で
１
２
０
㎡
分
ま
で
を
限
度
）

●
バ
リ
ア
フ
リ
ー
改
修

▼
減
税
額　

改
修
し
た
家
屋
の
翌
年
度

分
の
税
額
の
３
分
の
１
（
改
修
後
の
住

宅
の
床
面
積
が
50
㎡
以
上
２
８
０
㎡
以

下
で
１
０
０
㎡
分
ま
で
を
限
度
）

※
対
象
と
な
る
住
宅
に
は
、
い
ず
れ
も

要
件
が
あ
り
ま
す
。

※
い
ず
れ
も
令
和
８
年
３
月
31
日
ま
で

に
行
っ
た
改
修
で
、
工
事
完
了
後
３
か

月
以
内
に
手
続
き
が
必
要
で
す
。

問
固
定
資
産
税
課（
☎
23
―
５
１
１
６
、

23
―
５
３
９
７
）

桜
の
苑
「
火
葬
場
使
用
料
」を

改
定
し
ま
す

火
葬
場
「
桜
の
苑
」
の
使
用
料
を
４
月

１
日
か
ら
改
定
し
ま
す
。

●
主
な
改
定
料
金

▼
火
葬
（
大
人
）　

１
万
８
０
０
０
円

（
現
行
１
万
２
０
０
０
円
）

▼
火
葬
（
小
人
）　

１
万
５
０
０
円

（
現
行
７
０
０
０
円
）

問
鳥
取
県
西
部
広
域
行
政
管
理
組
合

（
☎
29
―
５
１
２
４
）

リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ「
不
燃
物
処

理
手
数
料
」を
改
定
し
ま
す

リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
へ
の
直
接
搬
入
手

数
料
を
改
定
し
ま
す
。
急
激
な
負
担
増

を
避
け
る
た
め
、
３
年
間
か
け
て
段
階

的
に
引
き
上
げ
ま
す
。

●
10
㎏
当
た
り
の
改
定
額

▽
現
行
１
７
８
円 

▽
令
和
８
年
４
月
１
日
〜 

２
８
０
円 

▽
令
和
９
年
４
月
１
日
〜 

３
８
０
円 

▽
令
和
10
年
４
月
１
日
〜　

４
８
０
円

問
鳥
取
県
西
部
広
域
行
政
管
理
組
合

（
☎
68
―
４
０
７
１
）

令
和
６
年
度
鳥
取
県
西
部
広
域

行
政
管
理
組
合
一
般
会
計 

決
算

令
和
６
年
度
の
鳥
取
県
西
部
広
域
行
政

管
理
組
合
一
般
会
計
の
決
算
は
、
歳

入
総
額
が
51
億
７
７
５
２
万
円
、
歳

出
総
額
が
51
億
１
１
４
７
万
円
と
な

り
、
歳
入
か
ら
歳
出
を
差
し
引
い
た

６
６
０
５
万
円
は
翌
年
度
に
繰
り
越
し

ま
し
た
。

問
鳥
取
県
西
部
広
域
行
政
管
理
組
合

（
☎
29
―
５
１
２
４
）
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浄
化
槽
の
法
定
検
査
の

受
検
を
お
願
い
し
ま
す

浄
化
槽
の
法
定
検
査（
第
11
条
検
査
）

は
法
律
で
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

浄
化
槽
の
保
守
点
検
と
清
掃
が
適
正
に

実
施
さ
れ
、
浄
化
槽
の
機
能
が
正
常
に

維
持
さ
れ
て
い
る
か
確
認
す
る
も
の
で

す
。
浄
化
槽
の
適
正
な
維
持
管
理
の
た

め
に
法
定
検
査
の
受
検
を
お
願
い
し
ま

す
。（
年
１
回
）

▼
参
考　

検
査
費
用
（
〜
10
人
槽
）

５
２
０
０
円

※
令
和
８
年
４
月
〜
は
６
０
０
０
円

問
上
下
水
道
局
営
業
課（
☎
34
―
１
３

８
７
）

小
型
特
殊
自
動
車
は
公
道
を
走
ら
な
く

て
も
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
の
取
り
付
け

が
必
要
で
す
。
取
り
付
け
て
い
な
い
方

は
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

●
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
が
必
要
な
小
型

特
殊
自
動
車

農
耕
作
業
車
（
ト
ラ
ク
タ
ー
、
コ
ン
バ

イ
ン
な
ど
）
／
そ
の
他
（
フ
ォ
ー
ク
リ

フ
ト
、
シ
ョ
ベ
ル
ロ
ー
ダ
な
ど
）

●
手
続
き
の
場
所

市
民
税
課
、
淀
江
支
所
地
域
生
活
課

●
持
参
す
る
も
の　

販
売
証
明
書
、
届

出
者
の
本
人
確
認
書
類

問
市
民
税
課（
☎
23
―
５
１
１
１
）

廃
車
の
手
続
き
は

３
月
末
ま
で
に

乗
ら
な
く
な
っ
た
軽
自
動
車
や
原
動
機

付
自
転
車
な
ど
は
、
３
月
末
ま
で
に
廃

車
の
届
出
を
し
な
い
と
軽
自
動
車
税
が

か
か
り
ま
す
。

●
廃
車
届
出
窓
口

▼
原
動
機
付
自
転
車
（
１
２
５
㏄
以
下

の
オ
ー
ト
バ
イ
）、
農
耕
作
業
車
、
小

型
特
殊
作
業
車

市
民
税
課
、
淀
江
支
所
地
域
生
活
課

▼
軽
自
動
車

軽
自
動
車
検
査
協
会
鳥
取
事
務
所
（
鳥

取
市
安
長
77
番
地
１
、
☎
０
５
０
―

小
型
特
殊
自
動
車
に
は

必
ず
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
を

３
８
１
６
―
３
０
８
２
）

※
税
申
告
は
㈳
全
国
軽
自
動
車
協
会

連
合
会
鳥
取
県
事
務
取
扱
所
（
☎

０
８
５
７
―
28
―
７
０
２
１
）

▼
軽
二
輪
（
１
２
５
㏄
〜
２
５
０
㏄
の

オ
ー
ト
バ
イ
）、
二
輪
の
小
型
自
動
車

（
２
５
０
㏄
を
超
え
る
オ
ー
ト
バ
イ
）

鳥
取
運
輸
支
局
（
鳥
取
市
丸
山
町

２
２
４
番
地
、
☎
０
５
０
―
５
５
４
０

―
２
０
７
０
）　

※
税
申
告
は
鳥
取
県
自
動
車
整
備
振
興

会
建
物
内
11
番
窓
口
（
鳥
取
運
輸
支
局

隣
り 

鳥
取
市
丸
山
町
２
３
３
番
地
）

問
市
民
税
課（
☎
23
―
５
１
１
１
）

有

料

広

告

Ｊ
ア
ラ
ー
ト
の

全
国
一
斉
情
報
伝
達
試
験

●
と
き　

２
月
６
日
㈮　

午
前
11
時

※
国
際
情
勢
に
よ
り
訓
練
が
延
期
ま
た

は
中
止
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

問
防
災
安
全
課（
☎
23
―
５
３
３
７
）

事
業
者
に
対
す
る
口
座
振
込
通

知
書
を
廃
止
し
ま
す

米
子
市
が
事
業
者
に
口
座
振
込
で
支
払

う
際
に
口
座
振
込
通
知
書
を
送
付
し
て

い
ま
し
た
が
、
経
費
削
減
や
効
率
化
の

た
め
、
４
月
１
日
支
払
分
か
ら
廃
止
し

ま
す
。
引
き
続
き
口
座
振
込
通
知
書
を

希
望
す
る
事
業
者
の
方
は

２
月
28
日
ま
で
に
電
子
申

請
し
て
く
だ
さ
い
。

問
会
計
課（
☎
23
―
５
１
７
１
）

宝
く
じ
の
助
成
金

で
整
備
し
ま
し
た

自
治
総
合
セ
ン
タ
ー

の
宝
く
じ
社
会
貢
献

広
報
事
業
の
助
成
を

受
け
、
博
労
町
２
丁

目
自
治
会
に
す
べ
り

台
、
２
連
ぶ
ら
ん
こ
、

木
製
標
柱
が
整
備
さ

れ
ま
し
た
。

問
地
域
振
興
課（
☎
23
―
５
３
７
１
）



募
集

米
子
市
廃
棄
物
減
量
等
推
進
審

議
会
の
委
員

一
般
廃
棄
物
の
減
量
や
適
正
な
処
理
に

つ
い
て
調
査
、
審
議
し
ま
す
。

●
募
集
人
数　

２
人

●
会
議　

２
時
間
程
度
の
会
議
を
年
３

回
程
度
開
催
予
定

●
任
期　

２
年

●
応
募
資
格　

令
和
８
年
２
月
１
日
現

在
、
満
18
歳
以
上
で
、
市
内
に
お
住
ま

い
か
、
通
勤
・
通
学
し
て
い
る
方

●
応
募
方
法　
「
一
般
廃
棄
物
の
減
量

及
び
適
正
な
処
理
」
に
つ
い
て
の
考
え

を
８
０
０
字
程
度
に
ま
と
め
、
応
募
申

込
書
と
一
緒
に
送
付

※
応
募
申
込
書
は
ク
リ
ー
ン
推
進
課
か

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
取
得

●
応
募
期
限　

３
月
２
日
㈪　

必
着

問
ク
リ
ー
ン
推
進
課（
☎
23
―
５
２
５

９
、

30
―
０
２
７
１
）

隣
保
館
事
務
職
員
・

人
権
教
育
推
進
員

●
募
集
職
種　

①
隣
保
館
事
務
職
員

（
会
計
年
度
任
用
短
時
間
勤
務
職
員
）　

②
人
権
教
育
推
進
員

（
会
計
年
度
任
用
短
時
間
勤
務
職
員
）

●
職
務
内
容　

①
隣
保
館
に
勤
務
し
、
人
権
問
題
に
関

す
る
啓
発
活
動
、
各
種
教
室
の
開
催
な

ど
隣
保
館
運
営
業
務
に
従
事　

②
人
権
政
策
課
に
勤
務
し
、
人
権
問
題

に
関
す
る
教
育
啓
発
活
動
な
ど
に
従
事

●
採
用
予
定
日　

令
和
８
年
４
月
１
日

●
募
集
人
数　

①
１
人　

②
１
人

●
募
集
期
間　

１
月
26
日
㈪
〜
２
月
12

日
㈭
（
当
日
消
印
有
効
）

●
応
募
資
格　

普
通
自
動
車
免
許
を
有

す
る
方
（
Ａ
Ｔ
限
定
可
）、
パ
ソ
コ
ン

の
基
本
的
な
操
作
（
文
章
作
成
や
表
計

算
ソ
フ
ト
の
入
力
）
が
で
き
る
方

●
試
験
日　

２
月
22
日
㈰

●
試
験
科
目　

作
文
・
面
接

●
申
込
方
法　

指
定
の
受
験
申
込
書
と

自
己
紹
介
カ
ー
ド
を
提
出

※
受
験
案
内
は
人
権
政
策
課
か
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
取
得

問
人
権
政
策
課
（
☎
23
―
５
２
５
１
）

乳
幼
児
健
診
従
事
者

●
募
集
職
種　

①
看
護
師
・
保
健
師
・
助
産
師　

乳
幼

児
健
診
で
の
診
察
介
助
・
計
測
・
問
診
・

保
健
指
導
な
ど

②
管
理
栄
養
士　

各
種
相
談
業
務
、
栄

養
指
導
及
び
講
習
会
の
補
助

●
報
酬　

１
時
間
１
３
０
０
円

※
約
３
時
間
程
度
の
勤
務
。
乳
幼
児
健

診
は
毎
月
７
回
程
度
、シ
フ
ト
制
で
す
。

勤
務
日
数
な
ど
は
、
面
接
時
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。
経
験
不
問
。
業
務
内
容
は

事
前
説
明
い
た
し
ま
す
。
ゆ
っ
た
り
と

お
仕
事
し
た
い
方
に
お
勧
め
し
ま
す
。

●
勤
務
場
所　

ふ
れ
あ
い
の
里

●
募
集
人
数　

①
３
人
程
度　

②
１
〜
２
人
程
度

●
採
用
予
定
日　

随
時
相
談

●
募
集
期
間

募
集
人
数
に
達
し
た
時
点
で
終
了

●
申
込
方
法　

電
話
で
問
い
合
わ
せ

問
こ
ど
も
相
談
課（
☎
23
―
５
４
６
７
）

「
ジ
ョ
イ
サ
ポ
ー
ト
よ
な
ご
」会

員

「
ジ
ョ
イ
サ
ポ
ー
ト
よ
な
ご
」
は
、
中

小
企
業
の
従
業
員
の
福
祉
向
上
を
目
的

に
設
立
さ
れ
ま
し
た
。会
員
に
な
る
と
、

さ
ま
ざ
ま
な
福
利
厚
生
サ
ー
ビ
ス
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

●
入
会
条
件

鳥
取
県
西
部
地
区
に
事
業
所
が
あ
る
中

小
企
業
、
各
種
団
体
で
働
く
従
業
員
と

事
業
主

●
会
費　

月
額
１
０
０
０
円
（
１
人
）

問
一
般
財
団
法
人
米
子
市
勤
労
者

福
祉
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
（
☎
38
―

１
１
２
２
）

有

料

広

告
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●
３
月
入
所
生

▼
訓
練
科　

①
産
業
技
術
科　

定
員
12

人　

②
ビ
ル
管
理
技
術
科　

定
員
12
人

▼
訓
練
期
間

①
・
②
３
月
３
日
㈫
〜
８
月
27
日
㈭

ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
米
子

３
月
・
４
月
入
所
生

米
子
市
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

書
道
・
陶
芸
・
木
彫
講
座
受
講
生

令
和
８
年
度
受
講
生
を
募
集
し
ま
す
。

●
開
催
日
・
時
間

▼
書
道
教
室
Ｂ　

毎
週
月
曜
日
（
月
４

回
）
午
後
１
時
〜
３
時

▼
陶
芸
教
室
Ｂ　

毎
週
火
曜
日
（
月
４

回
）
午
後
１
時
〜
３
時

▼
木
彫
教
室
Ａ　

第
２
・
４
週
の
金
曜

日　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

●
開
催
場
所　

ふ
れ
あ
い
の
里 

４
階

●
対
象
者　

市
内
に
お
住
ま
い
の
60
歳

以
上
で
、
２
年
間
受
講
可
能
な
方

●
募
集
人
数　

書
道
教
室
15
人
／
陶
芸

教
室
20
人
／
木
彫
教
室
20
人

※
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
、
少
数

の
場
合
は
開
講
を
中
止
す
る
場
合
あ
り

●
受
講
料　

無
料　

※
材
料
代
な
ど
は

実
費
必
要
。
書
道
（
道
具
代
は
別
途
）、

陶
芸
約
４
千
円
、
木
彫
約
２
千
円
／
月

●
申
込
方
法　

往
復
は
が
き
に
、
希
望

教
室
名
、
住
所
、
氏
名
（
ふ
り
が
な
）、

年
齢
、電
話
番
号
を
明
記
し
申
し
込
み
。

●
申
込
期
限　

３
月
５
日
㈭　

問
〒
６
８
３
―
０
８
１
１　

米
子
市

錦
町
一
丁
目
１
３
９
―
３　

米
子
市
老

人
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
☎
23
―
５
４
９
１
）

彼
岸
花
の
球
根
を

集
め
て
い
ま
す

上
淀
廃
寺
跡
に
植
え
る
彼
岸
花
の
球
根

を
集
め
て
い
ま
す
。
ご
提
供
い
た
だ
け

る
方
は
上
淀
白
鳳
の
丘
展
示
館
へ
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。（
火
曜
日
休
館
）

問
上
淀
白
鳳
の
丘
展
示
館
（
☎
56
―

２
２
７
１
）

境
港
清
港
会
会
員

境
港
清
港
会
は
港
湾
の
美
化
運
動
を
推

進
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
を

支
援
い
た
だ
け
る
個
人
や

団
体
を
募
集
し
ま
す
。

●
年
会
費　

２
０
０
０
円
（
一
口
）

問
境
港
清
港
会
事
務
局（
☎
42
―
３
７

０
６
）

職
業
訓
練
の
受
講
生

●
訓
練
科　

①
Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト
制
作
・

パ
ソ
コ
ン
活
用
科　

②
基
礎
か
ら
学
べ

る
Ｗ
ｅ
ｂ
デ
ザ
イ
ン
／
サ
イ
ト
制
作
／

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
科
（
ｅ
ラ
ー
ニ
ン
グ

Ａ
）

●
定
員　

①
・
②
い
ず
れ
も
14
人

●
訓
練
期
間

①
２
月
20
日
㈮
〜
５
月
19
日
㈫

②
３
月
26
日
㈭
〜
９
月
25
日
㈮

●
訓
練
場
所　

①
㈲
米
子
情
報
処
理
セ

ン
タ
ー（
境
港
市
明
治
町
）

②
㈱W

onderlabo

鳥
取
支
部
（
ｅ

ラ
ー
ニ
ン
グ
）

●
申
込
期
限　

①
２
月
６
日
㈮　

正
午

②
３
月
２
日
㈪　

正
午

●
応
募
資
格　

求
職
中
の
方

●
受
講
料　

無
料
（
教
本
代
等
実
費
）

問
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
米
子（
☎
33
―
３
９

１
１
、

33
―
３
９
５
９
）

第68回 米子市音楽祭 出演者募集
■募集ジャンルと日程

ジャンル 日にち 会場

JAZZ ６月13日（土） 米子市公会堂

合唱 ６月14日（日） 米子市公会堂

フリージャンル ６月20日（土） 米子市文化ホール

アコースティック ６月21日（日） 米子市文化ホール

GAINA JAM ７月５日（日）
米子市コンベンショ
ンセンター

※GAINA JAMはライブハウスのように飲食しな
がら音楽を楽しむ構成です。

※GAINA JAM、フリージャンル、JAZZはカラオ
ケ不可。

※アコースティックは反響板内での演奏で、マイ
クは使用しません。管楽器、弦楽器、ギターなど
ジャンルは問いません。

■申込期間　２月１日（日）～ 28日（土）
■参加費　1人1,500円（GAINA JAMは2,000円）
※くわしくは米子市文化ホールホームページで確
認または事務局へお問い合わせください。

問米子市音楽祭実行委員会事務局（☎ 35－4171）

▼
募
集
期
限　

２
月
９
日
㈪

●
４
月
入
所
生

▼
訓
練
科　

①
Ｃ
Ａ
Ｄ
・
Ｎ
Ｃ
加
工
技

術
科　

定
員
15
人　

②
住
宅
リ
フ
ォ
ー

ム
技
術
科　

定
員
15
人

▼
訓
練
期
間

①
４
月
２
日
㈭
〜
10
月
30
日
㈮

②
４
月
２
日
㈭
〜
９
月
30
日
㈬

▼
募
集
期
間

２
月
10
日
㈫
〜
３
月
９
日
㈪

●
受
講
料　

無
料（
教
本
代
等
実
費
）

●
応
募
資
格　

求
職
中
の
方

●
申
込
先　

最
寄
り
の
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

問
ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
米
子
（
☎
27

―
５
１
１
５
、

27
―
０
９
８
０
）　
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韓
国
料
理
教
室

キ
ト
・
ギ
ン
パ（
ご
飯
を
使
わ
な
い
ダ

イ
エ
ッ
ト
を
取
り
入
れ
た
キ
ン
パ
）、

野
菜
キ
ン
パ
、
ス
ン
ド
ゥ
ブ
チ
ゲ
を
作

り
ま
す
。

●
と
き　

２
月
28
日
㈯　

午
前
10
時
〜

午
後
２
時

●
と
こ
ろ　

米
子
市
文
化
活
動
館

●
講
師　

米
子
市
韓
国
国
際
交
流
員

イ
ム
・
ヘ
ジ
ュ
さ
ん

●
受
講
料　

５
０
０
円（
材
料
代
実
費
）

●
定
員　

16
人

●
申
込
期
間　

２
月
６
日
㈮　

午
前
10

時
〜
13
日
㈮　

午
後
５
時

●
申
込
方
法　

電
話
、
窓
口
、
ホ
ー
ム

ぺ
ー
ジ「
お
知
ら
せ
」欄
か
ら

●
持
ち
物　

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
筆

記
用
具

※
定
員
を
超
え
る
場
合
は
抽
選

問
米
子
市
文
化
活
動
館（
☎
34
―
５
１

５
４
）

国
際
交
流
員
と
楽
し
む

中
国
春
節
カ
フ
ェ

中
国
国
際
交
流
員
の
ド
ン
さ
ん
が
食
べ

物
、
行
事
、
家
族
の
過
ご
し
方
な
ど
春

節
文
化
を
ご
紹
介
す
る
ほ
か
、
皆
さ
ん

と
一
緒
に
お
茶
と
お
菓
子
を
囲
み
な
が

ら
気
軽
に
会
話
を
楽
し
み
ま
す
。

●
と
き　

２
月
17
日
㈫　

午
後
２
時
〜

４
時

●
と
こ
ろ　

明
道
公
民
館
第
一
研
修
室

●
講
師　

米
子
市
中
国
国
際
交
流
員

ド
ン
・
イ
ヒ
さ
ん

●
受
講
料　

無
料

●
対
象　

市
内
に
お
住
ま
い
、
ま
た
は

通
勤
・
通
学
し
て
い
る
方

●
定
員　

20
人
程
度

●
申
込
方
法　

Ｗ
ｅ
ｂ
、

電
話
（
申
込
期
限
：
２
月
13
日
㈮
）

問
ま
ち
づ
く
り
企
画
課（
☎
23
―
５
２

７
２
）

新
米
パ
パ
に
贈
る
子
育
て
教
室

沐
浴
の
仕
方
、赤
ち
ゃ
ん
人
形
抱
っ
こ
、

産
後
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
な
ど

●
と
き　

3
月
7
日
㈯　

午
後
１
時
〜

●
と
こ
ろ　

米
子
市
文
化
活
動
館

●
対
象　

初
め
て
パ
パ
に
な
る
方

●
参
加
費　

無
料

●
定
員　

10
人

●
申
込
方
法　

Ｗ
ｅ
ｂ

●
申
込
期
限　

３
月
５
日
㈭

問
（
一
社
）鳥
取
県
助
産
師
会　

西
江

（
☎
31
―
３
６
２
４
）

〜
大
切
な
家
族
を
自
死
で
亡
く

さ
れ
た
方
へ
〜
家
族
の
集
い

●
と
き　

３
月
１
日
㈰　

午
後
１
時
30

分
〜
３
時

●
と
こ
ろ　

ふ
れ
あ
い
の
里

●
対
象
者　

ご
家
族
を
自
死
で
亡
く
さ

れ
た
方

●
参
加
費　

無
料
（
申
込
不
要
）

問
鳥
取
県
立
精
神
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

（
☎
０
８
５
７
―
21
―
３
０
３
１
）

夫
婦
と
家
事
の
も
や
も
や
を

解
消
す
る
対
話
型
セ
ミ
ナ
ー

●
と
き　

２
月
28
日
㈯　

午
後
１
時
30

分
〜
３
時
30
分

●
と
こ
ろ　

エ
ー
ス
パ
ッ
ク
未
来
中
心

（
倉
吉
市
駄
経
寺
町
２
１
２
―
５
）

●
内
容　

〜
み
ん
な
の
楽
家
事
ア
イ
デ

ア
を
持
ち
帰
ろ
う
！
〜

講
師
に
よ
る
講
演
、
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク

●
申
込
方
法

▼
電
話　

０
８
５
７
―
26
―
７
７
９
２

▼
メ
ー
ル kenm

in-un
dou@

pref.tottori.lg.jp

▼
電
子
申
請

※
こ
の
講
座
は
米
子
市
福
祉
保
健
総
合

セ
ン
タ
ー
ふ
れ
あ
い
の
里
２
階
か
ぷ
り

あ
会
議
室
で
サ
テ
ラ
イ
ト
開
催
し
ま

す
。
ご
希
望
の
方
は
米
子
市
男
女
共
同

参
画
課
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問
男
女
共
同
参
画
推
進
課
（
☎
23
―

５
４
１
９
）

見
て
触
っ
て
城
山
自
然
ツ
ア
ー

自
然
観
察
の
専
門
家
と
一
緒
に
城
山
を

散
策
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

●
と
き　

２
月
15
日
㈰　

午
前
10
時
〜

午
後
２
時
（
小
雨
決
行
）

●
集
合
場
所　

米
子
市
湊
山
公
園
駐
車

場
（
黄
緑
色
の
の
ぼ
り
が
目
印
）

●
対
象　

小
学
生
以
上
（
小
学
生
は
保

護
者
同
伴
）
グ
ル
ー
プ
参
加
Ｏ
Ｋ

●
申
込
方
法　

電
話
（
２
月
１
日
受
付

開
始
）

●
持
ち
物　

弁
当
、
飲
み
物
、
歩
き
な

れ
た
靴
、
雨
具
、
あ
れ
ば
虫
眼
鏡
、
双

眼
鏡
、
カ
メ
ラ
な
ど

問
文
化
振
興
課
（
☎
23
―
５
４
３
８
）

催
し

第
23
回
米
子
市
公
会
堂

ナ
イ
ト
タ
イ
ム
レ
コ
ー
ド

●
と
き　

２
月
27
日
㈮　

午
後
６
時
30

分
（
午
後
６
時
開
場
）

●
と
こ
ろ　

米
子
市
公
会
堂
大
ホ
ー
ル

●
内
容

①D
efinitely M

aybe

（
１
９
９
４

年
）
オ
ア
シ
ス

②C
O
LO
U
R
 B
Y
 N
U
M
B
ER
S

（
１
９
８
３
年
）
カ
ル
チ
ャ
ー
ク
ラ
ブ

●
入
場
料　

無
料
（
申
込
不
要
）

問
文
化
振
興
課
（
☎
23
―
５
４
３
６
）
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淀
江
の
四
季

フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト 

巡
回
展
示

「
淀
江
の
四
季
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト

２
０
２
５
」
の
応
募
作
品
を
展
示
。

①
米
子
市
淀
江
支
所
１
階　

２
月
５
日

㈭ 

午
後
１
時
〜
２
月
19
日
㈭ 

正
午

②
米
子
市
淀
江
文
化
セ
ン
タ
ー

認
知
症
の
人
と
暮
ら
す

家
族
の
つ
ど
い

●
と
き　

２
月
10
日
㈫
、
３
月
10
日
㈫

い
ず
れ
も
午
前
10
時
〜
正
午

●
と
こ
ろ　

米
子
市
立
図
書
館

※
参
加
無
料
、
申
込
不
要

問
認
知
症
の
人
と
家
族
の
会 

鳥
取
県

支
部
（
☎
37
―
６
６
１
１
、

30
―

２
９
８
０
）

体
力
づ
く
り
歩
け
歩
け
大
会

（
半
日
コ
ー
ス
）

体
力
づ
く
り
は
ま
ず
歩
く
こ
と
か
ら
！

●
と
き

３
月
8
日
㈰　

午
前
８
時
20
分　

米
子
市
役
所
集
合

●
行
き
先　

安
来
方
面
（
中
海
ふ
れ
あ

い
公
園
、
道
の
駅
あ
ら
エ
ッ
サ
ほ
か
）

（
約
８
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
）

※
参
加
無
料
、
申
込
不
要

問
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課（
☎
23
―
５
４
２

６
）

２
月
26
日
㈭ 

午
後
１
時
〜
３
月
10
日

㈫ 

正
午

③
米
子
市
立
図
書
館
２
階
市
民
ギ
ャ
ラ

リ
ー　

３
月
12
日
㈭ 

午
後
１
時
〜
３

月
26
日
㈭ 

正
午

※
各
施
設
で
休
館
日
が
異
な
り
ま
す

※
観
覧
無
料

問
淀
江
振
興
課（
☎
56
―
３
１
６
４
）

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
入
門
講
座

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
心
構
え
や
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
紹
介
、
体
験
（
ア
ー
ト
）
に

つ
い
て

●
と
き　

２
月
６
日
㈮　

午
前
10
時
〜

正
午 考

古
学
講
演
会
３　
「
米
子
城
跡

―
三
の
丸
の
発
掘
調
査
―
」

●
と
き　

３
月
８
日
㈰　

午
後
２
時
〜

３
時
30
分

●
と
こ
ろ　

米
子
市
文
化
ホ
ー
ル

●
講
師　

米
子
市
埋
蔵
文
化
財
セ
ン

タ
ー　

次
長　

佐
伯 

純
也

●
対
象　

市
内
在
住
、
在
勤
、
在
学
の

方●
参
加
料　

１
０
０
円
（
資
料
代
）

●
申
込
方
法　

電
話
（
定
員
30
人
）

●
申
込
期
限　

３
月
５
日
㈭

問
米
子
市
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
（
☎

26
―
０
４
５
５
）

米子市家庭教育講演会
「脳科学から学ぶこどもの発達」

米子市は、「みんなで育
てる すくすく元気な よ
なごっこ！」をキャッチ
フレーズとし、地域、学
校、保育、行政がみんな
で家庭教育に取り組むこ
とをめざしています！
講演会では、こどもの発達のスペシャリストである
鳥取県立総合療育センター院長の小枝先生に、脳科
学の視点からこどもの発達への気づきや、具体的な
子育てのポイントを伝授していただきます。
こどもの発達に関するその不安を専門家とみんなで
一緒にひも解きましょう！
●と き　２月23日（月・祝）午後２時30分開演
●ところ　米子市文化ホール　メインホール
●参加費　無料
●申込方法　電子申請
●申込期限　２月18日（水）
※未就学児対象の託児あり
問こども政策課（☎ 23－5439）

●
と
こ
ろ　

ふ
れ
あ
い
の
里

●
講
師　

ぐ
る
ぐ
る
ア
ー
ト
世
話
人
会

代
表　

松
下
喜
美
子
さ
ん

●
対
象　

市
内
在
住
、
在
勤
、
在
学
の

方●
参
加
料　

無
料
（
定
員
25
人
）

●
申
込
方
法　

電
話
（
先
着
）

問
米
子
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

（
☎
23
―
５
４
５
５
）

米
子
市
ス
マ
ホ
よ
ろ
ず
相
談
会

ス
マ
ホ
の
基
本
的
な
操
作
か
ら
ア
プ
リ

の
利
用
方
法
な
ど
の
応
用
ま
で
、
な
ん

で
も
ご
相
談
い
た
だ
け
ま
す
。

●
と
き

▼
２
月
４
日
㈬　

午
前
10
時
〜
正
午

▼
２
月
13
日
㈮　

午
前
９
時
30
分
〜
11

時
30
分

●
と
こ
ろ　

C
hukai

コ
ム
コ
ム
ス
ク

エ
ア
（
四
日
市
町
１
２
７
―
１　

ロ
ー

ズ
セ
ン
ト
ラ
ル
ビ
ル
１
階
）

●
参
加
費　

無
料

●
申
込
方
法　

電
話
（
予
約
制
）

●
定
員　

各
日
20
人
程
度

※
相
談
時
間
は
１
人
30
分

●
持
ち
物

お
使
い
の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

問
中
海
テ
レ
ビ
放
送
（
☎
０
１
２
０

―
７
２
７
―
８
６
８
）
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　鳥取県西部納税貯蓄組合連合会の主催により、「令
和７年度中学生の税についての作文・書写」表彰式
が、11月29日に米子しんまち天満屋で行われ、多
くの中学生の皆さんが受賞されました。この募集事
業は、次世代を担う中学生の皆さんに、作品の応募
を機会に税を身近に感じ、税に対する正しい知識を
深めてもらうことを目的として毎年開催されていま
す。
　多くの応募者の中から、作文の部では安田琥羽さ
ん（美保中学校３年）が、書写の部では山本佳歩さ
ん（湊山中学校３年）が米子市長賞を受賞されまし
た。受賞作品をご紹介します。
問収納推進課（☎ 23－5161 23－5397）

　

昨
年
、
家
族
旅
行
で
台
湾
へ
行
き
ま
し
た
。
家
族

そ
ろ
っ
て
の
海
外
旅
行
だ
っ
た
の
で
、
み
ん
な
で
い

ろ
い
ろ
意
見
を
出
し
合
い
計
画
を
立
て
ま
し
た
。

　

行
き
先
が
決
ま
り
、
父
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
飛

行
機
の
チ
ケ
ッ
ト
や
ホ
テ
ル
の
予
約
を
し
ま
し
た
。

そ
の
時
父
が
、「
飛
行
機
代
に
燃
料
の
追
加
料
金
や

空
港
使
用
料
、
国
際
観
光
旅
客
税
が
加
わ
る
と
思
っ

て
い
た
よ
り
高
く
な
る
な
」
と
言
い
ま
し
た
。
僕
の

知
ら
な
い
こ
と
ば
か
り
だ
っ
た
の
で
教
え
て
も
ら
い

ま
し
た
。
そ
の
中
の
、
国
際
観
光
旅
客
税
は
、
日
本

の
観
光
を
よ
く
す
る
た
め
に
使
わ
れ
て
い
る
と
説
明

し
て
く
れ
ま
し
た
。

中学生の税についての作文・書写
～令和７年度　米子市長賞～

「
観
光
と
税
」

美
保
中
学
校
３
年　

安
田 
琥
羽

　

僕
は
「
な
ぜ
海
外
へ
旅
行
に
行
く
の
に
、
日
本
の

観
光
に
役
立
つ
税
金
を
払
う
の
だ
ろ
う
？
今
か
ら
観

光
す
る
と
こ
ろ
は
台
湾
で
、
日
本
で
は
な
い
の
に
」

と
疑
問
に
思
い
ま
し
た
。

　

出
発
の
日
、
僕
達
は
関
西
国
際
空
港
を
利
用
し
ま

し
た
。
空
港
は
人
が
あ
ふ
れ
、
外
国
人
旅
行
者
の
姿

も
多
く
見
か
け
ま
し
た
。
キ
ャ
リ
ー
ケ
ー
ス
を
引
い

て
写
真
を
撮
っ
て
い
る
人
や
色
々
な
国
の
言
葉
が
聞

こ
え
て
き
て
、「
日
本
っ
て
こ
ん
な
に
外
国
の
人
が

来
て
る
ん
だ
」
と
実
感
し
ま
し
た
。

　

旅
行
は
と
て
も
楽
し
く
、
現
地
の
食
べ
物
や
文
化

に
ふ
れ
る
こ
と
が
で
き
、
家
族
と
の
思
い
出
も
た
く

さ
ん
で
き
ま
し
た
。

　

海
外
旅
行
を
満
喫
し
た
こ
と
で
、
国
内
旅
行
を
し

た
わ
け
で
も
な
い
の
に
支
払
う
国
際
観
光
旅
客
税
に

つ
い
て
、
改
め
て
疑
問
に
思
い
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
、
国
際
観
光
旅
客
税
は
何
に
使
わ
れ
て
い

る
の
か
を
調
べ
ま
し
た
。
国
際
観
光
旅
客
税
は
、
案

内
板
の
表
示
を
多
言
語
に
し
た
り
、
ト
イ
レ
を
洋
式

に
し
た
り
、
無
料
Ｗ
ｉ
―
Ｆ
ｉ
を
整
備
し
た
り
と
、

国
内
の
観
光
に
関
す
る
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
に
使
わ
れ

て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
今
後
は
、
観
光
地

の
混
雑
を
減
ら
す
工
夫
や
、
地
域
で
暮
ら
す
人
達
が

安
心
し
て
生
活
で
き
る
よ
う
に
す
る
取
り
組
み
に
使

う
こ
と
も
検
討
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。
そ
し
て
、

帰
り
に
立
ち
寄
っ
た
大
阪
で
、
国
際
観
光
旅
客
税
は

必
要
な
も
の
だ
と
感
じ
、
僕
の
考
え
は
変
わ
り
ま
し

た
。

　

大
阪
の
観
光
地
は
、
外
国
人
旅
行
者
が
多
く
、
駅

や
商
店
街
は
と
て
も
賑
や
か
で
し
た
。
賑
わ
い
が
あ

る
の
は
良
い
こ
と
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
道
は
人
で

あ
ふ
れ
、
ぶ
つ
か
ら
な
い
よ
う
に
歩
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
ほ
ど
で
し
た
。
地
元
の
人
達
に
と
っ
て
は
、

混
雑
や
騒
が
し
さ
が
負
担
に
な
る
こ
と
も
あ
る
と

ニ
ュ
ー
ス
で
見
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
本
当
に
そ
の

状
況
そ
の
も
の
で
し
た
。

　

国
際
観
光
旅
客
税
が
、
外
国
か
ら
の
観
光
客
の
た

め
だ
け
で
は
な
く
、
そ
の
地
域
に
住
む
人
達
の
暮
ら

し
に
も
役
立
つ
よ
う
に
使
わ
れ
る
べ
き
だ
と
思
い
ま

し
た
。

　

今
回
の
旅
行
は
、
観
光
と
税
金
の
関
係
に
つ
い
て

考
え
る
き
っ
か
け
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
、

税
金
が
み
ん
な
の
た
め
に
使
わ
れ
る
よ
う
な
仕
組
み

が
広
が
っ
て
い
け
ば
い
い
な
と
思
い
ま
す
。
た
だ
楽

し
か
っ
た
だ
け
で
な
く
、
社
会
の
仕
組
み
に
つ
い
て

も
考
え
る
こ
と
が
で
き
て
、
と
て
も
良
い
旅
行
に
な

り
ま
し
た
。

「
納
税
は
期
限
内
」

湊
山
中
学
校
３
年　

山
本 

佳
歩



一人で抱え込まないで。相談はお気軽に。

相談名　内容／予約／日時／場所／問い合わせ先

▶人権・こころ
人権擁護委員による人権相談
予約不要／ 10日（火）、３月10日（火）午後１時～４時／
ふれあいの里２階人権政策課／問人権政策課（☎ 23－
5415 37－3184）※鳥取地方法務局米子支局でも相
談に応じます。（☎ 0570－003－110）
こころの相談会
悩んでいること、つらく、くるしいことなど、産業カウ
ンセラーに話してみませんか？／要予約／４日（水）、３
月４日（水）午後２時～４時／米子市立図書館／問ライ
フサポートセンターとっとり（☎ 0120－82－5858
0857－32－5454）

▶法律・くらし
法テラス無料法律相談会
法律問題全般／米子市在住または在勤の方で資力が一定
額以下の方が対象（定員４人・１件30分）／前日までに
要予約／ 27日（金）午後２時～４時／市役所本庁舎４階
402会議室／問法テラス鳥取（☎ 050－3383－5495）
法律相談センター米子
法律に関する困りごと／１件30分5,000円※多重債務
（クレジット、消費者金融など）の相談は無料／要予約／
毎週火曜日午後１時30分～４時、毎週金曜日午前10時
30分～午後０時30分／米子しんまち天満屋４階／問鳥
取県弁護士会米子支部（☎ 23－5710）
多重債務・法律相談会
１件30分無料／要予約／ 19日（木）午後１時30分～３時
／米子コンベンションセンター会議室／問鳥取県西部消
費生活相談室（☎ 34－2648 34－2670）
高齢者なんでも無料電話相談
毎週月・木曜日午後１時30分～４時／☎ 0120－65－
3948 ／問高齢者支援センターとっとり （☎ 0857－22
－3912）
消費生活相談
買い物や訪問販売のトラブル、借金、架空請求、クーリ
ング・オフなど／平日午前９時～午後５時／市役所本庁舎
１階市民二課内／問消費生活相談室 （☎ 35－6566）
行政書士無料相談会
相続・遺言・成年後見・各種行政手続きなど／要予約／
14日（土）午前10時～午後２時／米子市立図書館／問鳥
取県行政書士会事務局（☎0857－24－2744）
行政相談
予約不要／９日（月）、25日（水）、３月９日（月）午後１
時～４時（２月25日は午前９時～正午）／市役所本庁舎
４階 402会議室／問市民二課（☎23－5376）
司法書士による「無料法律相談会」
相続、不動産登記、会社・法人登記、成年後見、多重債
務など／前日までに予約／ 18日（水）午後２時～４時／
米子コンベンションセンター第２会議室／問鳥取県司法
書士会（☎ 0857－24－7024）
税理士による「税の無料相談会」
税金に関することなら何でもご相談ください／予約不要
／ 20日（金）午前10時～午後４時／米子市立図書館２階
多目的研修室／問中国税理士会米子支部（☎ 32－4795）
農地相談会
農地に関する困りごとや疑問・相談に、地区の農業委員
と農地利用最適化推進委員が応じます（農地の地番がわ
かる資料をお持ちでしたらご持参ください）／予約不要
／（崎津・富益地区）20日（金）午後２時～３時30分：
崎津公民館（２階 学習室）／（住吉・加茂地区）25日（水）
午後２時～３時30分：住吉公民館（１階 学習室）／問農
業委員会事務局 （☎ 23－5277）

▶ビジネス・労働
起業・経営なんでも相談会
中小企業診断士・日本政策金融公庫による相談会／要予
約／１日（日）午後 1時～ 5時／米子市立図書館／問米子
市立図書館（☎ 22－2612）
よなご若者サポートステーション就労相談，シゴトとコ
コロの相談
15～49歳の就労・社会参加の相談（在学生・在職者は除く）
／予約優先／６日（金）午後３時～５時／米子市立図書館
／問よなご若者サポートステーション（☎ 21－5678
21－5679）
知財・ビジネス共同相談会
特許・商標・実用新案、経営・ビジネスなど／要予約／
13日（金）午後１時～４時／米子市立図書館／問米子市立
図書館（☎ 22－2612）
就農相談会
県内で新たに農業を始めたい方／要予約／８日（日）午前
10時～午後３時／米子市立図書館／問鳥取県農業経営・
就農支援センター（☎ 0857－26－7262）
日曜労働相談会
ハラスメント、解雇、配置転換、労働条件など／ 24日（火）
までに要予約／３月１日（日）午前10時～午後３時／米
子コンベンションセンター／問労使ネットとっとり（☎
0120－77－6010）
連合全国一斉集中労働相談ホットライン
安心して働ける雇用を、すべての人に！～みんなの力で
職場を改善しよう～
雇用形態にかかわらず、働く皆さんのトラブルや心配事
の解決に向け相談員が対応／ 17日（火）～ 18日（水）午
前10時～午後７時／☎ 0120－154－052※本期間以外
も相談を受付（自動応答するチャットボット
「ゆにボ（15言語対応）」も開設）／問連合鳥
取（☎ 0857－26－6605）
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